○○自主防災組織防災計画（例）あくまで一例です。適宜修正をお願いします。
※例のとおり届出をしても、自主防災組織の状況等に応じて修正をお願いする場合があります。


1． 目的
この計画は、○○自主防災組織の火災、地震及び水害等の発生又は発生が予測される際（以下、「災害発生時等」という。）の活動及び防災活動に必要な事項を定め、災害発生時等の被害防止及び軽減を図ることを目的とする。

2． 計画事項
この計画に定める事項は、次のとおりとする。
（１）防災組織の編成及び任務分担に関すること。
（２）防災訓練等による会員の防災意識向上に関すること。
（３）情報収集、伝達に関すること。
（４）出火防止、初期消火に関すること。
（５）避難及び避難誘導、安否確認に関すること。
（６）給食、給水に関すること。
（７）防災資機材等の備蓄及び管理に関すること。

3． 防災組織の編成及び任務分担
災害発生時等の活動を迅速・効果的に行うため、次のとおり防災組織を編成する。
（１）情報班・・・・・・・情報の収集・伝達
（２）初期消火班・・・・・消火栓、消火器等による初期消火
（３）要支援者支援班・・・・要支援者の支援
（４）避難誘導班・・・・避難誘導、安否確認
（５）給食給水班・・・給食及び給水等活動

４．防災訓練等による会員の防災意識向上
会員の防災意識向上及び災害発生時等の活動を円滑に実施することを目的に次の事項を行う。
（１）防災訓練
ア．情報の収集・伝達訓練
イ．初期消火訓練
ウ．要支援者の支援訓練
エ．避難・安否の確認訓練
オ．給水・給食訓練
（２）その他、防災意識向上につながる活動。


５．情報収集、伝達
被災状況を正確かつ迅速に把握し、適切な活動実施のため、情報班は、地域内の災害情報、市などの公共機関、報道機関等の提供する情報を収集する共に、必要と認める情報を会員等に伝達する。

６．出火防止、初期消火
（１）災害発生時等において、火災の発生が被害を大きくする可能性があるため、ブレーカーを切る、LＰガス元バルブの閉鎖など、出火防止活動を実施する。
（２）地域内で火災が発生した場合、消火器、消火栓等を使用し、初期消火班を
中心に初期消火を行い、延焼の拡大を防止する。

７．要支援者支援活動
負傷者等の要支援者が発生した場合、要支援者支援班は活動を行う。その他の者も要支援者支援班の活動に積極的に協力する。
なお、要支援者支援班は、負傷者等が医師の手当てを要すると認めた時は、医療機関等に通報し、可能であれば医療機関または市などが設置する応急救護所に搬送する。

８．避難及び避難誘導、安否確認
災害発生時等、次のとおり避難及び避難誘導、安否確認を行う。
（１）会長は、避難誘導班に対して、避難誘導の指示を行う。
（２）避難誘導班は、会長の指示に基づき、安全な場所に住民を誘導する。
（３）避難誘導班は、安否の確認結果を、会長に報告する。

９．給食、給水
（１）給食給水班は、市などから配布された食料の配布又は炊き出し等を行う。
（２）給食給水班は、市などから提供された飲料水を配布する。

[bookmark: _Hlk179573291]1０．防災資機材等の備蓄及び管理
災害発生時に備えるため、防災資機材等の備蓄及び管理を行う。
（１）防災資機材等は○○公民館に備蓄する。
（２）年に１回以上、防災資機材等の点検を行う。
　

この計画は、令和　　年　　月　　日から施行する。
